
リスク管理体制

当金庫は、リスクの種類に応じたリスク管理部署を設置するほか、経営陣によって構成された『リスク管理委員会』を設置し、金庫全体のリスク
状況を統合的に把握・管理する体制をとっております。
『リスク管理委員会』ではリスク状況を定期的に議論するほか、金融環境の変化時には即座に同委員会を開催するなど機動的な態勢をとってお
ります。更に、リスク管理の実効性を確保するため、組織上独立した内部監査部署による内部監査、監事による監事監査、および監査法人による
外部監査を実施しております。

信用リスク管理

市場リスク管理

統合的リスク管理とは、信用リスク、市場リスク、オペレーショナル・リスク等のリスクを各カテゴリー毎に評価し総体的に捉え、定量的に把握・
合算したリスク総量を経営体力(自己資本)と比較・対照する等の方法により適切な管理を行うことです。
市場リスクおよび信用リスクについては、それぞれバリュー・アット・リスク（VaR）を計測しています。またオペレーショナル・リスク相当額の算

出については、バーゼルⅢにおける標準的計測手法を採用しています。
当金庫では、最低所要自己資本比率や健全性の確保を考慮したリスク限度枠を設け、収益計画や市場動向を勘案し市場リスク、信用リスク、 オ

ペレーショナル・リスク、 預貸金の金利リスクの各リスクにリスク資本の配賦を行っています。これらのリスク限度枠やリスク資本の配賦はリスク
管理委員会での協議を経て理事会で決定しています。
当金庫は、経営として許容できる範囲にリスクを制御し適正な収益を上げるため、統合的なリスク管理態勢の整備及び充実に取り組みしており

ます。

信用リスクとは、与信先の業況が悪化し貸出金などの元本や利息の回収が困難となり損失
を被るリスクです。当金庫は、信用リスクを管理すべき最重要のリスクであるとの認識の上、
与信業務の基本的な理念や手続き等を定めた「クレジットポリシー」を制定し、役職員に理解
と遵守を促し、信用リスクを確実に認識する管理態勢を構築しております。更に、与信先の信
用度を反映した信用格付制度の導入やリスクに見合う貸出金利のプライシング設定などによ
りリスク管理の強化に向け取り組みしております。
また、「資産査定規定」「資産査定実施マニュアル」「償却及び引当規定」に基づき、自己査定

における債務者区分ごとに計算された貸倒実績率、予想損失率により算出された貸倒引当金
は、その結果につき、監査法人の監査を受けるなど適正な計上に努めております。

信用リスク管理システム
信用リスク管理態勢強化の一環として信用リスク管理

システムを導入しております。
信用リスク管理システムは、「格付システム」「自己査
定システム」「実績率システム」「償却引当システム」「計
量化システム」で構成されており、法人信用格付・個人事
業主格付並びに随時査定・月次査定等を通じて貸出資
産の健全性確保および不良債権の発生未然防止に努め
ております。

バックテスティング
日次ベースで算出されたバリュー・アット・リスク(VaR)量と評価損益との関係を検証する
バックテスティングを実施しています。予測したVaR量を上回る評価損失が発生した場合は、リ
スク管理委員会を開催しリスク管理方針や運用計画等について協議する態勢としています。

ストレステスト
ストレステストとは、「起こりうる可能性はあるが、通常のリスク管理からは除外して考える」よ

うな市場の大きな変化に対して、保有する資産の価値がどの程度毀損するかを把握する手法で
す。
当金庫は、「国内金利100BP上昇、海外金利200BP上昇、為替20％変動、株価30％下落、
REIT20％下落」をストレス事象と定義したストレステストを月次ベースで行っています。また、
過去のストレスシナリオ（リーマンショック、バブル崩壊、資金運用部ショック等）を想定したスト
レステストも年次ベースで行っています。

市場リスクとは、金利や有価証券の価格、為替などの相場
が変動することにより、保有する資産の価格が変動し、損失
を被るリスクのことです。 
当金庫では、経営体力に応じたリスクの範囲内で、健全性

を重視し、さらに収益性を高めることを基本とし、統合的に管
理しています。 
また、債券の種類別残高や低格付債券ならびに仕組商品
残高の限度額等の遵守状況や損益状況等の適切なモニタリ
ング体制にくわえ、バリュー・アット・リスクによるリスク限度
額および日次のアラームポイントを設定し、相場変動に伴う
損失を一定範囲内に制御する体制を整えております。

当金庫はリスク管理を経営の重要
課題と認識し、リスク管理の強化・高
度化に向けた取り組みなど適切なリ
スク管理を行うための態勢・運営によ
り、経営の健全性確保と適切な収益
の確保に努めております。
リスク管理体制の整備についても、

「リスク管理基本方針」を基に各リス
クの管理規定及び「年度リスク管理
方針」を制定するとともに、定量的な
リスク管理等を定めた「統合的リスク
管理規定」、各リスクの計量化方法な
どを定めた「各リスク計測マニュア
ル」を定め、リスク管理の充実・強化に
努めております。
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リスク管理の体制図

◆ リスク管理体制の概要

◆ 統合的リスク管理

金利リスク管理

流動性リスク管理

オペレーショナル・リスク管理

金利リスクとは、市場金利の変動によって受ける資産価値の変動や、将来の収益性に対する影響を指しますが、当金庫は、定期的に評価・計
測を行い、適宜、対応を講じる態勢としております。
具体的には、銀行勘定の全ての資産、負債、オフバランス取引を対象に、一定のストレス的な金利変動シナリオを想定した場合に発生する損

失額(金利リスク)の計測や、金利更改期を勘案した期間収益シミュレーションによる収益への影響度、さらには新商品等の導入による影響など
を定期的に評価し、ALM委員会等で協議検討をするとともに、必要に応じて経営陣へ報告するなど、資産・負債の最適化に向けたリスクコント
ロールに努めております。

流動性リスクとは、予期しない資金流出により資金繰りが悪化したり、著しく高い金利での資金調達を余儀なくされることにより損失を被るリ
スクです。当金庫では、安全性を優先し、健全な資金ポジションの構築、維持を図ることを基本としております。

オペレーショナル・リスクとは、「内部プロセス・人・システムが不適切あるいは機能しないこと、または外部要因により生じる損失に関するリ
スク」をいい、事務リスク・システムリスク等を含む広義の概念です。オペレーショナル・リスクは、 業務運営上、可能な限り回避すべきリスクで
あり、「リスク管理基本方針」や各種リスク管理規定を踏まえ、組織体制を整備するとともに、リスクの顕現化の未然防止及び発生時の影響度の
極小化に努めています。 
また、「お客様相談室」の設置による苦情・トラブルに対する適切な処理、個人情報及び情報セキュリティー体制の整備、各種リスク商品等に
対する説明態勢の整備など、顧客保護の観点を重要視した管理態勢の整備に努めております。
なお、当金庫のオペレーショナル・リスク相当額の算定は、標準的計測手法を採用しております。

事務リスク
事務リスクとは、預金や融資、為替等の事務を適切に
処理しなかったため生じる事故、不正等を起こすことで
損失を被るリスクをいい、当金庫では、事務規定の整
備、臨店検査、店内検査、並びに事務指導、研修体制の
強化により、事務リスク発生の未然防止の措置を講じ、
事務品質の向上に努めております。

システムリスク
システムリスクとは、コンピュータシステムの停止ま
たは誤作動により損失を被ったり、不正使用や情報漏
洩等によって損失を被るリスクをいいます。当金庫で
は、システムの管理手順を定め、システムの安全かつ円
滑な運用と不正防止のための管理態勢をとっていま
す。また、定期的に外部監査を受け、システムの信頼性・
安全性の確保に努めております。

法務リスク
法務リスクとは、当金庫の経営やお客様とのお取引

などにおいて、法令や契約書および金庫内部規定や社
会規範等を遵守しないことから生じる損失・損害を被る
リスクをいいます。当金庫は、経営理念、企業行動綱領、
コンプライアンス・マニュアル等に基づき、態勢の整備
を行い、地域社会からより信頼される企業づくりに取り
組んでまいります。

有形資産リスク
有形資産リスクとは、災害その他の事象から生じる有
形資産の毀損・損失を被るリスクをいいます。当金庫
は、適切な管理態勢の整備とリスク軽減に向けた取り
組みを進めております。

人的リスク 
人的リスクとは、人事運営上の不公平・不公正および
差別的行為(セクシャルハラスメント等)から生じる損
失・損害を被るリスクをいいます。当金庫は、各種人事
関連規定の整備や通報窓口の設置など公正な人事運
営に努めるとともに、教育・研修や職場指導等により、
適切な管理を行っております。

風評リスク
風評リスクとは、当金庫に関する報道、記事、噂等に

より当金庫の評判が低下し、信用が毀損されることによ
り生じる損失・損害を被るリスクをいいます。当金庫は、
これからも、「地域社会に価値ある存在」となるよう地域
密着の信用金庫を目指し、お客様との強い信頼関係の
構築に努めてまいります。
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